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乳児を対象にした舞台芸術ベイビーシアターを実施 ベイビーシアターは乳児の感情や大人との関係性を育む

東京、徳之島（鹿児島県）、高知、福島の4地域で
ワークショップや講演会などを実施

保護者や大人向けの講座「乳児期の育ち」も開催

地域社会に新たな可能性を開く活動への助成に期待します
「保育所保育指針」では、全ての学びの基盤としての幼児教育、乳児保育の重要性

が示され、文化芸術振興基本法の改正では、文化体験は乳児期から必要不可欠である
ことが明記されました。にもかかわらず、乳児親子への有効な施策が実施されているとは
言い難いのが現状です。草の根的な地道な活動に助成をいただけたことに感謝致します。

日本児童・青少年演劇劇団協同組合 
代表理事　長田 明子さん

一般助成　子どもの健やかな成長を願う事業（つながり・かかわり）

「子どもの命を守り育てる地域～
ベイビーシアターによる社会包摂の仕組み作り」事業

育児を通じた地域住民のつながりを生み出すため
子育ての現場にアートと遊びを届ける活動を展開

乳児親子を対象にした舞台芸術として世界的に注目されているのがベイビーシアターである。日本でいち早くこのベ
イビーシアターに注目し、プロジェクトを発足させた団体が、持続可能な仕組みを提案し、多様なモデルケースとなる
よう、活動が届きにくい場所や地域を視野に入れ、全国４ヵ所で活動を行った。

育児の現場で進む乳児親子の共感や　　　
関係の希薄化にベイビーシアターで対策

児童青少年のための演劇などを行う62の専門劇団か

ら構成される「日本児童・青少年演劇劇団協同組合」で

は、児童青少年演劇の発展と社会的基盤強化に向け、

共同公演事業、演劇祭・フェスティバル、人材育成・表現

教育活動、国際交流、出版など、様々な事業に取り組ん

でいる。

2015年には団体内にベイビーシアタープロジェクトが発

足し、多ジャンルのアーティストが協働で推進するネットワー

ク組織として、海外共同制作や学習会、フェスティバルへ

の参加など積極的な活動を展開している。「ベイビーシア

ター」とは乳児を対象にした舞台芸術で、1990年代からヨー

ロッパを中心に研究が進み、日本でも2000年前後から全

国の子ども劇場、親子劇場などを中心にその重要性に注

目が集まっている。

その背景にあるのは、乳児や保護者、それを取り巻く地

域社会における共感や関係の希薄化である。育児支援

の現場は施設などのハード面は整ったように見えるが、ソ

フト面では決して成熟しているとは言えず、乳児に必要な

遊びや環境への認知度は低い。また、乳児院や貧困地

域など現場に関わる大人のケアも急務である。

ゲームやスマホが常態化するなかで、乳児・親子の生

活や子どもの脳へ及ぼす影響、青年期になってからの想

像力の欠如などが深刻な社会問題となっている。それに

対する中長期的及び直近の支援策としてその有用性が

期待されているのが、乳児の共感的他者理解の能力に

働きかけ、社会的知能を育むと同時に、一緒に見る保護

者など周囲の大人との関係性を豊かにするとされている

ベイビーシアターである。同組合では「すべての子どもた

ちにベイビーシアターを」と願い、その活動を続けている。

東京、徳之島、高知、福島の４地域で　　
ワークショップや講演会などを実施

同組合では昨年度、AJOSCの助成を活用し、「見えな

い形で進む貧困や虐待の現場を知る」「つながりを生み

出す仕組みを作る」「子育ての拠点にアートを届ける」「当

事者も支援者も自ら地域に関わる相互補助のコミュニティ

を再生し、循環型事業を目指す」「モデルケースを作る」と

いう目的のもと、0～24ヵ月の乳児親子、その支援者となり

得る地域住民を対象に、東京、徳之島（鹿児島県）、高知、

福島の4地域でワークショップや講演会などを実施した。

活動内容としては、「アートサロン012」（①わらべうた

や表現ワークショップ、②ミニシアターと交流サロン）、「地

域のおばちゃん再発見講座」（①「乳児期の育ちと文化

芸術体験」講師：浅野泰昌さん、②「遠野のわらべうた

に学ぶ赤ちゃんの育ち」講師：木津陽子さん）の2種類で、

全25日の活動に、計652名の参加者があったという。

「自分たちの活動が本当に必要なところに届いているか

という懸念がありましたが、今回の助成があったおかげで、

独自予算では実施不可能な乳児院や療育センター、高額

な交通費が必要な遠隔地での活動ができ、事例や実績、

モデルケースなどを作ることができました」と、同組合の関

係者は振り返る。参加した親からは、「何もわからないと思っ

ていた赤ちゃんが夢中になって見ていることに驚いた」「家

で二人でどうすごせばいいかわからなかったが、楽しくす

ごすコツがつかめた」といった感想が多く寄せられたという。

助成団体：日本児童・青少年演劇劇団協同組合	 https://www.jienkyo.or.jp


